
 

◎一時保育あり 

無料（要予約） 

生後 6 か月～就学前 

人数は 2 人～6 人まで（年齢による） 

    保育締切 6 月 16 日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

  ●会場 ふらっと ねやがわ研修室 

  ●定員 ３５名（申込順・参加費無料） 

  ●申込 電話・FAX・E-mail 

 

 

 

講 師 

関西大学 社会学部教授 

守 如子（もりなおこ）さん 

＜問い合わせ・申込先＞寝屋川市立男女共同参画推進センター「ふらっと ねやがわ」 

 

TEL：072-800-5789 FAX：072-800-5489 

〒572-0042  

寝屋川市東大利町 2 番 14 号 

（市立産業振興センター5 階） 

  flat@office.city.neyagawa.osaka.jp 

開所時間：午前９時～午後９時 

（日曜日･祝日は午後 5 時 30 分まで） 

休所日：第 2 日曜日・年末年始 

下記期間中、男女共同参画週間の参加型展示を開催します！ 

＜6/1～6/30 まで ふらっと ねやがわ＞＜6/23～６/２９寝屋川市役所１階ピロティ＞ 

『誰がやってもええんちゃう？～固定的性別役割分担意識がもたらすもの～』 

           少子化問題が日本社会で注目を集める中「女性が働いているから 

          子どもが生まれにくくなった」というようなことを聞くことがあり 

          ます。確かに女性の社会進出が始まった当初、OECD 加盟国の合計 

          特殊出生率と女性労働力参加率との関係を示した調査によると、50 

          年以上前の 1971 年の時点では日本を含めたほとんどの国で女性の

労働力参加率が高いほど合計特殊出生率は下がるという結果が示されています。ただ、欧

米諸国では女性の労働力参加を前提として仕事と子育てを両立しやすい環境を整えたこと

で、いち早く出生率を回復させてきました。ではなぜ、日本の出生率は今もなお、低下し

ているのか、一緒に考えてみませんか。 

令和８年度 男女共同参画週間セミナー 

少子化は「女性の社会進出」が原因？ 

6 月 20 日（土）午後２時から４時まで 


